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研究成果の概要（和文）：総合的学習における表現教育として、芸術教科である美術のなかで基礎的な造形の言
語を造形の要素としてとらえ、教材開発とカリキュラムの考察を行った。光を造形素材としたライトパターンを
基に造形の要素の視点から、発光機器の検討、色彩表現システムの開発、理念的な形の分類、色彩の配色調節、
移動方法の多様化などを探求することによって、新たな視覚的造形を表現することができた。また演習の方法に
おいても、基本的な学習から発展的な学習への系統性を図ることが可能となった。

研究成果の概要（英文）：In this study, I researched development of teaching materials and curriculum
 on expression education for synthetic learning, In the case about elements of formative art for 
basic language of formative art in the fine arts on course of study. I investigated examination in 
tools of radiation, exploitation in color of expression system, classification of form in concept, 
regulation of color scheme, diversity in how to movement. This is light pattern by visual point on 
elements of formative art as light in material. And I expressed new formative art in visual. 
Additionally, it became possibility of systematically plan for the growth learning from the basic 
learning.

研究分野：美術教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
総合的学習は思考力・判断力・表現力など

が必要とされる知識基盤社会において、重要

な役割を有していると位置づけられている。

今回の改訂では、生きる力を育むために総合

的学習に加えて探求活動を目的としており、

体験的な学習と同時に探求的な学習の充実

が求められていた。また同じく体験活動と言

語活動を共に充実させることも必要であっ

た。そして探求的な学習とは課題の設定、情

報の収集、整理・分析、まとめ・表現の学習

過程を取ることが重要とされていた。本研究

では芸術教科である美術を表現教育として

把捉し、美術における造形の言語である様々

な造形の要素に関して教材開発とカリキュ

ラムの考察を行うものであった。 

 
２．研究の目的 
表現教育の美術において、その基礎的な要

因として造形の言語としての造形の要素が

ある。基礎造形の分野では、これまで造形の

3 要素として、色彩、形態、材質が定義され

てきた。さらに光、運動、配置、空間、構造

なども造形の要素として識知されてきた。本

研究では光を造形素材として、形や色などの

造形の要素に関する造形表現の探求を行う

ものである。光は、美しさや明るさまた暖か

さなどの視覚的心象を与える素材である。透

過する光では影絵劇や影絵遊びがあり、反射

する光では万華鏡があり、光源を利用する走

馬燈などがある。特にステンドグラスは光の

飾りとして新鮮な興味や関心を与え、空間を

色光で演出することによって新たな造形表

現への目や心を育てることができる。また映

像メディアの表現は、その特性を生かした造

形と発想や構想に生かすものである。 

そして本研究では光の表現として、ライト

パターンを取り上げる。ライトパターンは暗

室にて光の形と色が動いた軌跡（光跡）を写

真で記録する図形である。これまでのライト

パターンは、多くが継続して発光する機器を

用いていた。そのため本研究では、形と色ま

た動きの見方を分明にする観点から断続発

光によるライトパターンの探求を行い、造形

表現を基礎的に形成する造形の要素に関す

る意味内容について省察を行うことを目的

とする。またその過程にて演習の方法におけ

る有効性を明らかにすると共に、新たな視覚

表現の可能性を探求するものである。 
 
３．研究の方法 
ライトパターンは、簡単な機器を活用して

演習を行う造形であり、先行研究の資料を収

集調査し研究方法の検討を行った。 

（１）発光器について 

断続発光器に関して、先ず天野龍一は棒状

形体を用いた動きによる先見的試行を実践

していた。次に朝倉直巳は点の光源を使用し

た一定の減衰移動によるライトパターンに

関して、円転装置を設置した図形を発表して

いる。また同様に点光源の減衰移動において、

発光器自体に点滅機能を持たせた図形もあ

る。これらの演習は断続発光の一定の効果を

示唆するものであるが、あくまでも連続発光

による減衰運動を主眼とした図形表現の一

つの変化形と理解することができる。これら

の調査結果、本研究では表出画面が白色かつ

平面で、断続発光は走査線による形式を採用

した。また光の点滅等に関しては、「アニメ

ーション等の映像手法について（日本放送協

会等）」のガイドラインを遵守した。 

（２）色彩表現システムについて 

色光の表現に関しては、一つの色を表示す

ると発光器の動きの速さによって単色にて

明暗の差を記録する。また複数の色セロハン

を発光器に装着すると複数の色表現になる

が、その図形は固定された近似の印象となる。

さらに撮影機と発光器の中間に随意に色セ

ロハンを置き、光源が移動する過程において

その色を変化させる方法があり、光源の動き

と色表現に同調性などの一定の効果があっ

た。しかし光源における移動の時間との関連



や暗室での色セロハンの選別などの明確に

できない状況も把握された。これらの結果、

本研究の色彩表現に関しては、色フィルター

を活用し色彩が自動的に変移するシステム

（装置）を開発した。この装置は、事前に色

の選択や面積比などの色彩調節を計画する

ことができるものである。なおこの色フィル

ター群は、光の澄明性の高いものを設定した。 

（３）撮影方式について 

撮影を行うカメラは、実際の光源の場所や

移動を把握するため光学ファインダーを使

用した。また各色フィルターからの色光にお

いて、適正露出の F 値は同一ではなかった。

本研究では複数の色フィルターによる自動

変換装置を用いることから、以下の点を検討

した。先ず感光度を表す ISOは、その指数が

少ないほど強い光が必要となり、その指数が

多いほど反対になる。一方で薄弱な光では、

適正露出でも画像の粒子が粗笨な傾向とな

る。そのためラチチュードが広く、画質の細

かい粒子表現が可能な指数に設定した。次に

カメラに取り付けるレンズは、ファインダー

の端の部分においても明確に記録するため、

画角を考慮した。そして広角と標準の中間の

指数をもつレンズを採用した。なお斜角の撮

影方法、ズーム撮影などは図形の原型を探求

する視点から実施しなかった。 
 
４．研究成果 

（１）予備実験について 

ライトパターンは光の形や色、動きなどに

よって多様な図形を表現する。従って、これ

らの造形の要素を変化させた予備実験を行

うことが有用である。 

①形の表現＝従来のライトパターンの形は、

小さい円形が一般的であった。しかし諸種の

光の形を適用することにより、従来とは違っ

た図形を表現することができると想像され

る。そのため造形の要素による図形表現の観

点から、光の形（以下、基図と表記）を実験

した。先ず点の基図は、ア）同じ大きさの点、

イ）点の大小の変化である。次に線の基図で

は直線は、ウ）直角の折線、曲線では、エ）

数学的な曲線である。そして面の基図は、オ）

正円形、カ）正方形、キ）正三角形とした。

そして正三角形では、ク）その相似形の配列

とした。この結果、8 種類の光の形を採用し

た。なお自然形、人工形などは図形の原型を

探求する視点から設定しなかった。 

②色の表現＝色の調和とは、配色の組み合わ

せに美しい秩序を有することである。本実験

では、先ず多色を用いて色彩表出の考察を行

った。この多色の配色では種々の色を表示す

ることができたが、平易な色群の表出となっ

ていた。そのため、3 色の配色による色彩調

節を探求することとした。実験にて考察した

色の組み合わせは、ⅰ）赤＋緑＋青、ⅱ）赤

＋青＋黄橙、ⅲ）黄＋緑＋青、ⅳ）赤＋黄＋

赤紫、ⅴ）赤＋青＋赤紫、ⅵ）赤＋黄＋青、

ⅶ）赤＋黄＋緑＋青、ⅷ）赤＋緑＋青＋赤紫

の 8 種類である。なお 4 色による配色では、

ⅶ）とⅷ）の事前実験を行った結果、ⅶ）の

配色を本実験にて実施することとした。 

③動きの表現＝ライトパターンは、光の様々

な動き方によって図形の表情が変転する。同

じ基図でも、動き方によって図形の印象は変

動する。そのため、基図の動きを次のように

類別化した。a）画面の天部あるいは底部の

みに焦点を配置、b）画面の天部と底部に焦

点を配置、c）画面全般の天部から底部への連

接する流れ、d）画面の左部と右部に焦点を

配置、e）画面全般の左部から右部への連接

する流れ、f）画面の中央から周辺部・周辺部

から中央への円転、g）方向や連接を考慮し

ない自由な動き方の 7種類である。なお基図

は一定の場所に留まると分明に記録され、動

きの速力が過多では連接感が失われるため、

移動時間の緩徐性と迅速性が重要である。 

（２）本実験について 

撮影の露光時間に関して、超高速の露光で

は事象の一瞬の動きを採録し、超低速の露光



ではその緩やかな移動を捉える。本実験では

基図、色彩の表現、移動方法に関する考究を

行った。 

①基図の表現について＝光の形は、基図にお

ける点、線、面の視点から論考を行った。点

の基図は先ず、ア）では同じ大きさの点が移

動・重畳することによって虚線・虚面を見る

ことができた。また、イ）では大きい点は虚

線の印象は強く小さい点は虚線の効果は薄

かった。これらの点の基図では、視覚的テク

スチュアを見ることができた。次に線の基図

は、ウ）直線とエ）曲線であり動的印象があ

った。直角の折線は平面との関連性が大きく

なり、曲線は軟らかい視覚的心象をもつ図形

となった。面の基図は、オ）、カ）、キ）、ク）

の幾何形であり断続発光の場合、各形が一定

の間隙を持ちながら独立した形として採録

される。これは同じ形が配列される形式であ

り、各形は前後の関係と同時に反転する関係

でもある。そして画面のなかでは複数の形が

まとまって見えやすい視知覚の法則におけ

る群化の要因を見ることができた。なお、ク）

幾何形を組合せると編成する辺と角度が煩

雑な印象となった。 

②色彩表現について＝配色構想では、7 種類

の組合せ（予備実験では 8種類）を設定した。

先ずⅰ）では 3つの色が記録されると同時に、

色と色との混合を見ることができた。それは

赤と緑では黄、緑と青では緑青、赤と青では

赤紫となった。また最初の 3色の重畳では白

色となった。次にⅱ）は暖色傾向の組合せで

あり、主となる赤は情熱などの心象を与える。

またⅲ）は寒色傾向の組合せであり、主とな

る青は冷静などの心象を与える。またⅳ）及

びⅴ）は赤紫を主とした組合せであり、赤紫

は慈愛などの心象を与える。本実験では単色

の赤紫は特有性をもち、混合の発色の方が自

然な印象を受けることとなった。またⅵ）は、

それぞれの色が独立した採録となっていた。

さらにⅶ）は、段階的に色が推移していく表

示を見ることができた。そしてこれらの色彩

表現では、美的秩序の律を表現することがで

きた。記録される図形は停止していても、連

続また交替される色彩の変移によって律が

表されていた。 

③移動方法の表現について＝断続発光のラ

イトパターンは、形状では同一の形の重複で

ある。これは美的秩序の一つの繰返しに適応

する。繰返しは同等の単位を複数に配列する

ことであり単位は単純でも、それらを編成す

ることによって全体の美しさを作り出すも

のである。そして基図の移動に関しては、画

面のなかで横方向への移動は広がりと静的

な印象をもつ。また縦方向への移動は、上方

また下方の勢いが表れ中心という印象をも

つ。さらに斜め方向への移動は活動的な印象

となった。また鈍角の移動は鋭角な移動に比

べると、視覚的に緩やかな印象となる。本研

究では 8種類の基図と 8種類の移動方法を実

施したが、正円形の基図は多様な移動方法に

対応することができたと考えられる。また、

この基図ではモアレの現象を見ることがで

きた。そして正方形や正三角形ではその角度

に視覚的な緊迫感があり、それを生かした移

動方法を実施することとなった。 

（３）研究のまとめ 

本研究では、ライトパターンを基に造形の

言語の視点から新しい視覚表現や演習の方

法を探求した。そして表現教育において、造

形の要素の意味内容を幅広く探求すること

によって、多彩な図形の傾向を把握し新たな

視覚的表現を作成することができたと考え

られる。そして演習の方法においては、特定

の形や色などに偏るのではなく、多様な要素

を理解し創作することによって造形表現の

領域を拡大することが可能となった。また各

要素の設定の仕方によって、基本的な演習か

ら発展的な演習へと系統性を意図すること

もできる。即ち、基礎的な造形表現の横軸（幅

の広さ）と縦軸（系統性）を保持し、多面的



で豊富な見方や考え方をもつことが可能と

なると考えられる。 
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